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「復興農学会」事務局会議（第41回） 議事録 

 
文責 新田 洋司（福島大学） 

 
日時 2021年12月22日（水）18時30分～19時25分 
方法 ZoomによるWeb会議 
出席者 伊藤 央奈（郡山女子大学）、溝口 勝（東京大学）、杉野 弘明（同）、黒瀧 秀久（東京農業大学）、

菅原 優（同）、大川 泰一郎（東京農工大学）、新田 洋司（福島大学）、横山 正（同） 
（敬称略） 

 
議事録 
1．学会誌・編集委員会関係について（横山） 
（1）第3号編集状況について 
 横山 特任教授（編集委員長）より原著論文は2報が受理見込み、1報が審査中であること、また、さら

に2報について投稿を依頼しており掲載される可能性があることが報告された。 
 首長インタビュー記事について、葛尾村長記事は安達 准教授（副編集委員長）が体裁を合わせ、横山 特
任教授が最終確認をして、現在、同記事担当の石井 准教授が最終確認をしていること、また、飯舘村長記

事についても記事を確認注であることが報告された。 
 
（2）J-STAGEへの登録について 
 横山 特任教授より、現在、安達 准教授が J-STAGE への登録について調査中であること、とくに問題

はないと判断されること等が報告された。 
 
2．講演会の開催について（新田、杉野、横山） 
 新田、横山 特任教授、杉野 助教より、3 月の講演会の開催の概要について報告があり、確認された。

当日は9時00分より開催することが了承された。また、杉野 助教より、講演要旨を投稿するためのGoogle
フォームについて、現在、作成・調整中であることが報告された。 
開催概要 
 日時 2022年3月18日（金）9時00分から 
 方法 Web 
 講演要旨 タイトル（和文、英文）等を含めてA4判1ページ以内。様式（スプレットシート、

テンプレートなど）等については、杉野 助教、横山 特任教授が検討。 
 発表時間 未決定（発表12分or15分？ 質疑応答3分or5分？ など） 
 

 
3．その他 
（1）「国際教育研究拠点」にかかる復興庁への要望書提出について（溝口）【資料】 
 溝口 教授より資料にもとづいて、復興庁への要望書が12月10日（金）に担当参事官に提出されたこと

が報告された。また、同参事官より、復興庁に公式文書として残す場合には学会長印を押した文書を提出

するようにとの指摘があり、審議の結果、事務局が押印等をして公式文書として提出することとなった（送

付先は復興庁大臣秘書室）。 
 また、溝口 教授より、本件の今後の進め方について提案があり審議した。その結果、以下のように進め

ることが了承された。 
・学会のホームページに要望書を公開する（溝口 教授担当）。 
・Googleフォームを使って会員から具体的な研究テーマを集める（溝口 教授担当）。 
・3月18日開催の講演会の際、本件について報告し議論する。 
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（2）日本農学賞受賞候補者の推薦および日本農学会総会・日本農学賞選考会について（新田）【資料】 
 新田より資料にもとづいて、日本農学賞受賞候補者として広田 純一 会員・名誉教授を農村計画学会と

共同推薦したことが報告された。また、日本農学会総会・日本農学賞選考会が2022年2月11日（金・祝）

に開催され、生源寺 会長が出席することが報告された。 
 
（3）日本農学会シンポジウムにおける話題提供について（新田）【資料】 
 新田より日本農学会シンポジウムが下記のとおり開催されること、話題提供が募集されていることが報

告された。本学会からの話題提供については、次回（1 月 26 日）の本会議で再度審議することとなった。 
日本農学会シンポジウム 
日時 2022年10月1日（土）10時00分から 
会場 東京大学弥生講堂・オンライン 
テーマ カーボンニュートラルの達成に向けた農学研究 
話題提供募集 

 ・話題タイトルと概要（100字程度） 
 ・講演者 
 ・締め切り 2022年1月28日（金） 
 

 
（4）事務局会議へのメンバー参加について（新田） 
 新田より福島大学「復興知」事業の研究員 佐伯 爽 （さえき あきら）氏を事務局会議のメンバーとし

て参加していただきたいとの検討依頼があった。審議の結果了承され、同研究員には次回（1月26日）の

本会議から参加していただくこととなった。 
 
（5）その他 
 なし 
 

以上 
 
今後の予定 
・事務局会議は第42回以降は毎月第4水曜日18時00分から。 
事務局会議（第42回） 2022年1月26日（水）18時00分から 

 事務局会議（第43回） 2022年2月23日（水）18時00分から 
 
 


